
災害時に備えたエレベーターの耐震化と免震化の比較検討
＜シャンボール三田＞

竣工年月日（築年） 1978年9月３０日（築43年） 区分所有者数 310名

事業前 事業後 事業前 事業後

敷地面積 ５,６６３㎡ ー 建築面積 ２７６７㎡ ー

延べ床面積 ２２４１２㎡ ー 階数 地上１２階/地下１階 ー

棟数 １棟 ー 総住戸数 ３２４戸 ー

事業タイプ 計画支援型 採択年度 令和3年度 所在地 東京都港区 提案者 （一社）新都市ハウジング協会

⚫ 防災対策に関する居住者の不安と建替え方針の変更

• 東日本大震災後、居住者の不安の高まりを受けて防災対策に着手。
災害時の防災拠点となる集会室改修工事等を実施したが、老朽化
した場合は建替える方針としたため、設備改修については見送りとした。

• しかし、区の高さ規制導入により建替えが困難となった上、同時期に
複数回の全館停電等の設備故障が連続して発生。方針を変更し、
改修工事を継続的に実施している。

⚫ 既存エレベータの耐震性不足・浸水対策の必要性

• 既存エレベータは竣工時から未改修の項目があり、構造・性能
（耐震性・安全性）に課題があるため、被災時に稼働出来ない
可能性が高い。災害時には自治体から７日間の在宅避難を求め
られており改修が必要。
※東日本大震災では約1日、2019年の地震（震度4）でも約14時間停止。

• 区浸水ハザードマップによれば、当マンションは近隣河川の氾濫により
最大約1mの浸水被害を受けるエリアに所在。

検討課題 エレベータの災害対策が不十分

• 既存エレベータの耐震性能は、東日本大震災を受けて改
定された最新基準（2014年基準）に比べ劣っている。

• 災害弱者のための上下移動手段の確保が不十分。
• 現状設備機器類が浸水ラインよりも低い位置にある他、停

電対策が施されていない。

• メーカー提案による一般的な耐震改修案だけでなく、海外
の免震改修事例も調査を行った上で免震構造による増築
案も検討。また、立地条件を考慮した冠水対策の検討も
行う。 検討結果について居住者への十分な説明を実施

➢ 検討に当たっては、過去の改修説明会において「複数の選択肢が
ないか」との質問を受けたことを踏まえ、上記比較を実施。

➢ 2022年に理事会及び専門委員会へ計3回にわたり計画説明とヒア
リングを実施。要望に応じて、検討内容にトランク付きエレベータへの
給電や人荷用エレベータの単独呼び出し対応を追加。

➢ 総会での審議前に検討結果について住民説明会を複数回実施。
総会議案に上程するかどうかの判断も諮った結果、満場一致で
総会への議案化を決定。

➢ 丁寧な対応と詳細の検討を行った結果、居住者から「現状の技術
で出来る範囲において最大限の対応が出来ることが分かった」「ここ
までの検討は通常できない」「修繕積立金の範囲で施工が可能な
ことが確認出来た」等の意見が上がるなど、納得感のある進め方を
実現。

これまでの取組

合意形成プロセス

⚫ 多様な居住者が入居する都心の高層マンションにおける、災害時の安全性、
在宅避難の継続性を実現するための移動手段の確保という観点はモデル
的な試みであり、非常電源により稼働するエレベーターの耐震改修案と、免
震化を伴う増設案の比較検討を行う点は先導的であると評価。

〔令和3年度第1回 評価委員会公表資料より〕


	スライド 0: 災害時に備えたエレベーターの耐震化と免震化の比較検討 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＜シャンボール三田＞

